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大
妻
女
子
大
学
紀
要
―
文
系
―
第
五
十
号
、
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
三
月

土
理
宣
令
伝
考

萬
葉
集
人
物
伝
研
究
（
十
一
）

川
上

富
吉

�キー
ワ
ー
ド

�萬
葉
歌
人
、
懐
風
藻
詩
人
、
令
侍
東
宮
、
長
屋
王
、
佐
保
楼
詩
苑

一
、
は

じ
め

に

土
理
宣
令
は
、

Ａ
、『
萬
葉
集
』
に
、

�

土
理
宣
令
の
歌
一
首

み
吉
野
の
滝
の
白 し
ら波 な
み知
ら
ね
ど
も
語
り
し
継
げ
ば
古 い
に
し
へ思
ほ
ゆ（
３
三
一
三
）

�

刀
理
宣
令
の
歌
一
首

も
の
の
ふ
の
磐 い
は瀨 せ

の
社 も
りの
ほ
と
と
ぎ
す
今
も
鳴
か
ぬ
か
山
の
常 と

陰 か
げに

（
８
一
四
七
〇
）

Ｂ
、『
懐
風
藻
』
に
、

正
六
位
上
の
刀 と

利 り
の宣
令
。
二
首

年
五
十
九

五
言
。
秋
日
長
王
が
宅
に
し
て

�羅
の
客
を
宴
す
。
一
首
。
賦 ふ

じ
て「
稀 き

」の
字
を
得
た
り
。

玉 ぎ
よ
く

燭 し
よ
く秋 し
う序 じ
よを

�

と
と
のへ
、
金 き
ん風 ぷ
う月 げ
つ幃 ゐ

を

�

あ
ふぐ
。

�

し
ん知 ち

未 い
まだ
幾 い
く日 か

も
あ
ら
ね
、

	

そ
う別 べ
つ何 な
にぞ
依 い

々 い

ぞ
。

山
の
際 ま

に
愁 し
う雲 う
ん斷 た

え
、
人
の


に
樂 ら
く

�

し
よ稀 ま
れら
な
り
。

相 あ
ひ

�

か
へ
りみ
る
鳴 め
い鹿 ろ
くの



さ
か
づ
き、
相

	る

�

し

人 じ
んが
歸 か
へ
り。

（
藻

63）

五
言
。
五
八

よ
そ
ぢの
年 み
と
しを
賀 ほ

く
。
一
首
。

縱 し
よ
う

賞 し
や
うす
靑 せ
い

春 し
ゆ
んの
日
、
相 あ
ひ期 き

す
白 は
く髮 は
つの
年
。

淸 か
はは
生 う

む
百 ひ
や
く萬 ま
んの

�

せ
い、
岳 や
まは
出 い
だす

�

は
ん千 せ
んの
賢 け
ん。

宴 う
た
げを
下 く
だす
當 た
う時 じ

が
宅 い
へ、
雲
を
披 ひ
らく
樂 が
く

廣 く
わ
うが
天 そ
ら。

�

こ

の
時 と
き

盡 こ
と
ご
と淸 せ
い素 そ

、
何
ぞ
用 も
ちゐ
む
子 し

雲 う
んが
玄 げ
ん。

（
藻

64）

Ｃ
、『
経
国
集
』
に
、

刀
利
宣
令
対
策
文
二
首

慶
雲
四
年
九
月
八
日

問
。
設

�官
分

�
�。

須

�得

�其
人

�而
行
殊

�輕
重

�能
有

�長
短

�委
任

�
�

土
理
宣
令
伝
考
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責
。
非

�當覆

�饋。
授
受
之
略
。
可

�得

�聞乎
。

刀
宣
令

對
。
竊
以
。
天
垂

�七政

�辨

�星紀
於
三
百

�地
陳

�八座

�條

�議式
於
三

千
�
�
�以

動
異

�東
西

�
�
�四

時
於
玉
燭

�治

�
�刑

德

�齊

	萬
機
於
金



�上
�也

。
夫
百
臣


�
�。

�后
致

�肅
々
之
美

�十
亂
當

�
�。

�王
有

�

濟
々
之

�
�士

會

�
�肆 �イ

。
衆
盜
去

�於
晉
郊

�大
叔
爲

�政
。
羣
奸
聚

�於

�蒲

�輕
重
短
長
。
略
可

�言
焉
。
伏
惟

皇

�。

�
�
�日

域

�德
及

�天

涯

�執

�禹
麾

�而
招

�能
。
坐

�堯
衢

�而
訪

�賢
。

�
�
�
�
�
�之

臣
。
鴈

�

行
於

�
�
�
�
�潁隱
�箕之

夫
。
鱗

� 於
絳
闕

�無
爲
軼

�於顴
象

�有

!

籠

�於垂
衣

�是
知
釣

"同
載
。
木

#祚

�於七
百

�捐

$
%
�佐。
金
精
滅

�

於
二
世

�得

�其
人

�興

�畫
一
之
歌

�非

�其
任

�有

�尸
素
之
譏

�案

�此
而

論
粗
當

�別

�但
東

�天
縱

&
'
�兩兒

之
對

�西
蜀
含

(莫

�辨

�一夫
之

問

�至

)於授

�洪務

�維

*
+
�之。

况
乎
末
學
淺
志
。
豈
能
備

,。

-對
。

問
。
烈
火
炎
兵
。
畏

�之

�歸
魂
。
柔
水

.陵
。
坤

�之

�
/徃

。
是
以
東
里

0
�猛烈

之
言

�西
門
盡

�嚴明
之
事

�然
臧
孫
爲

�政。
端
木

1
�2。

3茫

莅

�官。
雲
中

4
�詠。

寛
猛
之

5。
冀
叙

�厥

6
�

刀
宣
令

對
。
竊
以
。
飛

7不

�

息
。

8猛
之
用
顯
矣
。
行
馬
無

�

疆
。
順
寛
之
利
亨
焉
。

禀

�天
地
之
氣

�
�人

也
。
含

�喜
怒
之
諍

�
�
9也

。
稟
同
含
異
。
理
宣

�寛

猛

�猛
能
禁
斷
。
子

:有

�烈火
之
喩

�寬
是

�愛
。

3范
放

�夜作
之
令

�
沛

;入

�洛
。
義

*許

�其
寬
容

�仲
由
言

�志
。
素
王
樂

�於
行
行

�
<載
�

於
經

�亦
見

�

於

=
�義

有

�

二

>
�其

揆
一
也
。
但
理

�

髮
解

�

繩

?
=美

論
。

以

�寬濟

�猛

@人
格
言
。
是
以
水

�

去
イ

�高而

A
�下。

民
去

�B而
就

�C。
因

�

水
民
之

A

赴
イ就

�明

�寬猛
之
梗

D
�欲

�E
FG弦

之
夫
擁

�H寬

I之

J
�佩

韋
之
臣
束

K帶太

�之

#上

L
-對

。

と
、
歌
集
『
萬
葉
集
』
に
和
歌
二
首
・
漢
詩
集
『
懐
風
藻
』
に
漢
詩
二
首
・

『
経
国
集
』
に
対
策
文
二

Mを
伝
え
て
い
て
、
和
歌
・
漢
詩
・
漢
文
の
三
つ
の
文

芸
表
現
に
堪
能
で
あ
り
、
慶
雲
年
間
（
七
〇
四
年
）
か
ら
天
平
初
年
（
七
三
二
年
）

に
か
け
て
生
存
活
躍
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
土
理
（
刀
理
・
刀
利
）
宣
令

の
、
出
自
・
系
譜
・
関
係
人
物
等
の
文
芸
的
な
伝
記
考
究
が
小
稿
の
目
的
で
あ
る
。

二
、
そ
の
氏
・
姓
・
名
に
つ
い
て

土
理
宣
令
は
、
『
萬
葉
集
』
に
、
「
土
理
宣
令
（
３
三
一
三
）
・
刀
理
宣
令
（
８

一
四
七
〇
）
」
・
『
懐
風
藻
』
に
「
刀
利
宣
令
（

63・
）
・
『
経
国
集
』
に
「
刀
利
宣

令
」
と
あ
り
、『
懐
風
藻
目
録
』
に
、「
正
六
位
上
伊
豫
掾
刀
利
宣
令
」
と
あ
り
、

『
続
日
本
紀
』
巻
第
八
、
元
正
天
皇
養
老
五
（
七
二
一
）
年
正
月
庚
午

二
十
三
日条
に
、

従
五
位
上
佐 さ

為 ゐ
の

王 お
ほ
き
み、

従
五
位
下
伊 い

部
王
、
正
五
位
上
紀 き

朝
臣
男 を

人 ひ
と・
日
下

く
さ
か

部 べ

宿

N老 お
ゆ

、
従
五
位
上

山 や
ま

田 だ

史
三
み

方 か
た

、
従
五
位
下

山 や
ま
の

上 う
へ

臣
憶 お

く

良 ら

・
朝 あ

さ

来 こ

直

賀 か

須 す

夜 や

・
紀 き

朝
臣
清 き
よ人 ひ
と、
正
六
位
上
越 を

智 ち

直
広 ひ
ろ江 え

・
船 ふ
ね連
大 お
ほ魚 う
を・

山 や
ま口 ぐ

ち忌
寸

田 た

主 ぬ
し

、
正
六
位
下

楽 さ
さ

浪 な
み
の

河 か

内 ふ
ち

、
従
六
位
下
大 お

ほ

宅 や
け

朝
臣

兼 か
ね

麻 ま

呂 ろ

、
正
七
位

上
土
は

師 じ

宿

N百 も
も

村 む
ら

、
従
七
位
下

塩 し
ほ

屋 や

連
吉 き

ち

麻 ま

呂 ろ

・
刀
と

利 り
の

宣 せ
ん

令 り
や
う

ら
に

詔
み
こ
と
の
りし

て
、

退
朝

み
か
ど
さ
が
りの

後
、
東 と
う宮 ぐ

うに
侍 は
べら
し
め
た
ま
ふ
。

と
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
も
「
姓
」
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
一
）

氏
「
土
理
・
刀
理
・
刀
利
」
に
つ
い
て

氏
「

ト
リ
」
の
三
表
記
は
、
『
萬
葉
集
』
の
二

例
は
、
「
土
・
刀
」
、
い

ず
れ

も
・

・

音
仮
名
「
と
」
で
、「
理
・
利
」、
い
ず
れ
も
音
仮
名
「
り
」
で
あ
り
、
字
の
ち
が

い
は
あ
れ
「
と
り
」
と
読
む
こ
と
は
妥
当
で
あ
る

（
１
）。
漢
詩
集
の
『
懐
風
藻
』・『
経

国
集
』
お
よ
び
勅

O史
書
『
続
日
本
紀
』
に
、
共
通
し
て
「
刀
利
」
と
あ
り
、
和

歌
集
の
『
萬
葉
集
』
に
、
「
土
理
・
刀
理
」
と
あ
る
の
は

ど
う
し
た
こ
と
か
。

単

に
『
萬
葉
集
』
編
纂
者
の
不
統
一
と
い
う
か
、
巻
第
三
と
巻
第
八
の
編
纂
者
が
ち

が
っ
た
た
め
の
異
同
か
、
あ
る
い
は
原
資
料
の
表
記
の
ち
が
い
か
分
明
で
き
な
い
。

『
懐
風
藻
』
目
録
に
、

―2― （2）



大
学
博
士
従
五
位
下
刀
利
康
嗣
、
一
首
。
（
藻

35）

『
藤
氏
家
伝
（
下
巻
武
智
麻
呂
伝
）
に
、

慶
雲
二
年
仲
春
の
釈
奠
に
至
り
て
、
公
、
宿
儒
刀
利
康
嗣
に
謂
り
て
曰
は
く
、

�中略

�康
嗣
、
釈
奠
の
文
を
作
る
。

と
あ
り
、
『
続
日
本
紀
』
巻
第
二
十
三
、
淳
仁
天
皇
天
平
宝
字
五
（
七
六
一
）
年

三
月
庚
子

十
五
日

条
に
、

百
済

く
だ
らの
人 ひ
と余 よ
の民 み

善 よ
し女 め

ら
四
人
に
姓
を
百
済

く
だ
ら公
と
賜 た
まふ
。
韓 か
ん遠 の
を知 ん
ちら
四
人
に
中 な
か

山 や
ま

連
。
王 わ
う
の

国 く
に

嶋 し
ま

ら
五
人
に
楊 や
な
ぎ

津 つ

連
。
甘 か

良 ら
の

東 あ
づ
ま

人 ひ
と

ら
三
人
に
清 き
よ

篠 し
の

連
。
刀 と

利 り
の甲 か

斐 ひ

麻 ま

呂 ろ

ら
七
人
に
丘 を
か上 の
へ連
。
戸 へ
の浄 き
よ道 み
ちら
四
人
に
松 ま
つ井 ゐ

連
。
憶 お
く頼 ら
い子 の
こ老 お
ゆら

�一
人
に
石 い
は

野 の

連
。
竹 つ
く

志 し
の

麻 ま

呂 ろ

ら
四
人
に
坂 さ
か

原 は
ら

連
。
生 し
や
う

河 の
か

内 ふ
ち

ら
二
人
に
清 き
よ

湍 せ

連
。
面 め
ん
の得 と
く

敬 き
や
うら
四
人
に
春 は
る野 の

連
。
高 か
う
の牛 う
し養 か
ひら
八
人
に
浄 き
よ野 の

造
。
卓 た
く
の杲 く
わ

智 ち

ら
二
人
に
御 み

池 い
け造
。
延 え

尓 に
の豊 と
よ成 な
りら
四
人
に
長 な
が沼 ぬ
ま造
。
伊 い

志 し
の麻 ま

呂 ろ

に
福 ふ
く地 ち

造
。

陽 や
う
の麻 ま

呂 ろ

に
高 た
か代 し
ろ造
。
烏 う

那 な
の

龍 り
ゆ
う神 じ
んに
水 み
の雄 を

造
。
科 し
な野 の
の友 と
も麿 ま
ろら
二
人
に
清 き
よ田 た

造
。

斯 し
ら

﨟 ふ
の

国 く
に

足 た
り

ら
二
人
に
清 き
よ

海 み

造
。
佐
さ

魯 ろ
の

牛 う
し

養 か
ひ

ら
三
人
に
小
を

川 が
は

造
。
王 わ
う
の

宝 ほ
う

受 じ
ゆ

ら

四
人
に
楊 や
な
ぎ津 つ

造
。
答 た
ふ他 た
の伊 い

奈 な

麻 ま

呂 ろ

ら
五
人
に
中 な
か野 の

造
。
調 つ
き
の阿 あ

気 け

麻 ま

呂 ろ

ら
廿

人
に
豊 と
よ

田 た

造
。
高
こ

麗 ま

の
人 ひ
と

達 た
ち

沙 さ
の

仁 に
ん

徳 と
く

ら
二
人
に
朝 あ
さ

日 ひ

連
。
上 し
や
う

部 ほ
う

王 わ
う

虫 む
し

麻 ま

呂 ろ

に
豊 と
よ原 は
ら連
。
前 ぜ
ん部 ほ
う高 か
う文 も
ん信 し
んに
福 ふ

当 た
ぎ連
。
前 ぜ
ん部 ほ
う白 し
ら公 き
みら
六
人
に
御 み

坂 さ
か連
。
後 こ
う部 ほ
う

王 わ
う

安 あ
ん

成 せ
い

ら
二
人
に
高 た
か

里 さ
と

連
。
後 こ
う

部 ほ
う

高 か
う

呉 く
れ

野 の

に
大 お
ほ

井 ゐ

連
。
上 し
や
う

部 ほ
う

王 わ
う

弥 み

夜 や

大 た

理 り

ら
十
人
に
豊 と
よ

原 は
ら

造
。
前 ぜ
ん

部 ほ
う

選 せ
ん

理 り

ら
三
人
に
柿 か
き

井 ゐ

造
。
上 し
や
う

部 ほ
う

君 き
み

足 た
り

ら
二
人
に

雄
を

坂 さ
か

造
。
前 ぜ
ん

部 ほ
う

安 や
す

人 ひ
と

に
御 み

坂 さ
か

造
。
新
羅

し
ら
き

の
人 ひ
と

新 し

良 ら

木 き
の

舎 さ

姓
県 あ
が
た

麻 ま

呂 ろ

ら
七
人

に
清 き
よ

住 す
み

造
。
須
す

布 ふ

呂 ろ

比 ひ
の

満 ま

麻 ま

呂 ろ

ら
十
三
人
に
狩 か
り

高 た
か

造
。
漢 あ
や

の
人 ひ
と

伯 は
か

徳 と
こ
の

広 ひ
ろ

足 た
り

ら
六
人
に
雲 う
な梯 で

連
。
伯 は
か

徳 と
こ
の諸 も
ろ足 た
りら
二
人
に
雲 う
な梯 で

造
。

と
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
「
刀
利
」
と
あ
る
。

漢
詩
集
・
史
書
・
家
伝
に
「
刀
利
」
と
あ
る
の
が
正
式
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

『
萬
葉
集
』
に
の
み
「
刀
利
」
で
は
な
く

「
土
理
・
刀
理
」
と
あ
る
の
は
何
故
か
。

考
え
る
余
地
が
あ
ろ
う
。

今
は
便
宜
上
、
萬
葉
歌
人
と
し
て
の
「

宣
令
」
の
氏
は
「
土
理
」
に
し
て
お
く

こ
と
に
し
よ
う
。

さ
て
、
氏

「
刀
利

」
に
つ
い
て
、
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
五
年
三
月
十
五
日

条
の

渡
来
人
へ
の
賜
姓

記
事
に
よ
れ

ば
、
「
刀
利

」
氏
は
、
百
済

系
渡

来
人
一
三

一
人
の
一
人
で
あ
り
、
そ
の
出
自
が
、
朝
鮮
半
島
の
百
済
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。『
日
本
書
紀
』
巻
第
十
七
、
継
体
天
皇
二
十
四
年
九
月
条
に
、

還
る
時
に
、
触 み
ち

路 す
が
ら、

騰 と

利 り

枳 き

牟 む

羅 ら

・
布
ふ

那 な

牟 む

羅 ら

・
牟
む

雌 し

枳 き

牟 む

羅 ら

・
阿
あ

夫 ぶ

羅 ら

・

久 く

知 ち

波 は

多 た

枳 き

、
五 い
こ
の

城 さ
しを

抜 ぬ

く
。

と
あ
る

「
騰 と

利 り

枳 き

牟 む

羅 ら

」
（
「

現
慶

尚
南
道

昌
寧

郡
霊
山
の

「
前

坪
とる
里

」
に

遺

称 （
２
）。」）
の
「
騰 と

利 り

」
の
地
に
関
係
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
『
新

�姓
氏

録
』
に
は

「
土
理

・
刀
理

・
刀
利

」
い

ず
れ
の
氏
も

見
当

ら
な
い
。（
二
）
姓
に
つ
い
て

前（
一
）に

引
用
し
た
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
五
（
七
六
一
）
年
三
月
十
五
日

条
の
賜
姓

記
事
の

時
点
で
、
氏

「
丘
上

」
・
姓

「
連

」
と
な

っ
た
わ
け
で
、

土
理

宣
令
は
無
姓
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
渡
来
系
氏
族
に
対
す
る

改
賜
姓
記
事
は
、
天
平
宝
字
元
（
七
五
七
）
年
四
月
四
日
の
勅
の
第
六
項
に
、

そ
の
高
麗

・
百
済

・
新
羅
の
人 ひ
と

等 ど
も

、
久 ひ
さ

し
く

聖 せ
い

化 く
わ

を
慕 し
た

ひ
て
、

来 き
た

り
て

我 わ

が
俗 く
に
ぶ
りに

附 つ

き
、
姓
を
給 た
まは
ら
む
こ
と
を
志 ね

願 が

は
ば
、

悉 こ
と
ご
とく

聴
許

ゆ
る

せ
。
そ

の
戸 こ

籍 じ
や
くに
、
无 む

姓 せ
いと

族 ぞ
くの
字 じ

と
を
記 し
るす
は
、
理 こ
と
わ
りに

於 お
きて

穏 お
だ
ちに
あ
ら
ず
。

改 あ
ら
ため

正 た
だす

べ
し
。

土
理
宣
令
伝
考
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と
あ
り
、
脚
注
に
「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
位
に
相
応
の
姓
を
賜
わ
る
と
い
う
恩
恵
に
い

ま
だ
浴
し
て
い
な
い
人
々
に
、
天
恩
を
及
ぼ
そ
う
と
い
う
の
が
こ
の
項
の
主
旨
。

こ
の
後
、
天
平
宝
字
五
年
頃
ま
で
に
、
渡
来
系
氏
族
に
対
す
る
改
賜
姓
記
事
が
集

中
的
に
見
え
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
勅
に
も
と
づ
く
措
置
。
そ
の
数
は
五
十
余
氏
、

約
二
千
名
に
及
ぶ
。」
と
あ
る
。

（
三
）
名
「
宣
令
」
に
つ
い
て

名
「
宣
令
」
は
異
表
記
は
な
く
、
読
み
に
異
同
が
あ
る
。

○
大
矢
本
、
京
都
大
学
本
宣
令

セ
ム
リ
ヤ
ウ

ノ
フ
ヨ
シ

○
西
本
願
寺
本
ノ
フ
ヨ
シ

○
廣
瀬
本
ミ
ノ
リ

○
神
宮
文
庫
本
ノ
フ
ヨ
シ

○
萬
葉
拾
穂
抄
ノ
フ
ヨ
シ

○
萬
葉
集
童
子
問

又
問
宣
令
は
訓
讀
歟
。
音
讀
か
。

答
訓
讀
音
讀
い
ま
た
明
證
な
し
。

又
問
訓
讀
な
ら
は
い
か
に
か
よ
み
、
音
讀
な
ら
は
い
か
に
よ
ま
ん
や
。

答
訓
讀
に
は
の
ふ
よ
し
と
よ
む
へ
し
。
音
讀
に
は
せ
り
と
よ
む
へ
し
。

○
萬
葉
考
セ
ン
レ
ウ

○
萬
葉
集
問
目

宣 ノ
ブ
ヨ
シ

此
訓
は
い
ふ
に
た
ら
す
古
ヘ
ノ
人
ノ
名
ニ
似
ズ
、
外
ニ
ヨ
ミ
方
モ
ヤ
候
ラ
ン

よ
み
か
た
し
、
よ
み
な
ら
は
、
み
の
り
、
又
は
字
音
の
ま
ゝ
か
、
其
比

の
唐
學
生
は
、
名
を
字
音
な
る
も
有
と
み
ゆ
。

○
萬
葉
考
槻
落
葉

も
し
訓 ヨ
ミな
ら
ば
み
の
り
と
よ
む
べ
し
。
さ
れ
ど
そ
の
こ
ろ
、
唐
學
生
は
、

字
音
の
名
の
多
け
れ
ば
、
音
に
訓
べ
き
也
と
、
師
の
い
へ
り
。

○
萬
葉
集
略
解
セ
ン
リ
ヤ
ウ

○
萬
葉
集
改
證
セ
ム
リ
ヤ
ウ

考
云
、
こ
の
こ
ろ
は
、
字
音
の
ま
ゝ
に
い
ひ
し
名
も
多
く
、
そ
の
中
に
、

陽
候
史
令
珍
、
同
く
令
珪
な
ど
は
、
必
ら
ず
音
に
喚
と
見
ゆ
れ
ば
、
い
ま

し
ば
ら
く
從
へ
り
云
々
と
い
は
れ
つ
る
が
如
し
。

○
萬
葉
集
古
義
セ
ム
リ
ヤ
ウ

ミ ○

ノ ○

リ ○

と
唱
へ
し
か
、
又
は
唐
風
に
な
ら
ひ
て
、
字
音
の
隨 マ
ヽに
唱
へ
し
か

詳
な
ら
ず
。

○
萬
葉
集
新
考
セ
ン
リ
ヤ
ウ

○
萬
葉
集
講
義

姓 カ
バ
ネ

な
く
し
て
、
文
學
あ
る
人
々
な
れ
ば
、
恐
ら
く
は
歸
化
人
の
子
孫
な

ら
ん
か
。
而
し
て
「
宣
令
」
は
音
に
て
「
セ
ン
リ
ヤ
ウ
」
と
よ
み
し
な
ら

む
。

○
萬
葉
集
評
釈
（
窪
田
空
穂
）
せ
ん
り
ょ
う

○
評
釋
萬
葉
集
（
佐
佐
木
信
綱
）
の
ぶ
よ
し

○
萬
葉
集
總
釋
第
二
（
吉
澤
義
則
）
せ
ん
り
や
う

○
萬
葉
集
總
釋
第
四
（
藤
森
朋
夫
）
せ
ん
り
や
う

○
萬
葉
集
評
釋
（
金
子
元
臣
）
せ
ん
り
や
う
（

1470セ
ン
リ
ヤ
ウ
）

そ
の
訓
方
は
不
明
。
眞
淵
い
ふ
、
も
し
ミ
ノ
リ
と
訓
む
か
、
唐
學
生
は
字

音
の
名
も
あ
り
と
見
ゆ
れ
ば
、
音
に
讀
む
べ
き
か
と
。

○
口
譯
萬
葉
集
セ
ン
リ
ヤ
ウ
（

1470セ
ム
リ
ヤ
ウ
）

○
萬
葉
集
全

�釋
セ
ン
リ
ヤ
ウ

○
萬
葉
集
私
注
セ
ム
リ
ヤ
ウ

○
萬
葉
集
注
釋
せ
ん
り
や
う
名
は
音
讀
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

○
日
本
古
典
文
学
大
系
本
せ
ん
り
や
う

○
日
本
古
典
文
学
全
集
本
せ
ん
り
や
う

ノ
ブ
ヨ
シ
か
セ
ン
リ
ャ
ウ
か
、
名
の
読
み
方
不
明
。
今
、
仮
に
セ
ン
リ
ャ

ウ
と
音
読
す
る
。

○
萬
葉
集
全
注
巻
第
三
（
西
宮
一
民
）
せ
ん
り
や
う

○
萬
葉
集
全
注
巻
第
八
（
井
手
至
）
せ
ん
り
や
う

○
萬
葉
集
釋
注
せ
ん
り
や
う

○
萬
葉
集
全
歌
講
義
せ
ん
り
や
う
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セ
ン
リ
ヤ
ウ
の
ほ
か
、
ミ
ノ
リ
、
ノ
ブ
ヨ
シ
な
ど
の
訓
が
あ
る
。
セ
ン
リ

ヤ
ウ
が
一
般
的
。

○
萬
葉
集
全
解
せ
ん
り
や
う

と
な
っ
て
お
り
、
音
読
「
セ
ン
リ
ヤヨ
ウ
」
・
訓
読
「
の
ぶ
よ
し
・
み
の
り
」
、
い
ず

れ
と
も
決
し
か
ね
て
い
た
が
、『
略
解
』
以
降
、
音
読
が
通
行
し
、
一
般
的
と
な
っ

た
。
新
編
全
集
・
新
大
系
・
萬
葉
集
事
典
・
和
歌
大
辞
典
・
日
本
古
代
氏
族
人
名

辞
典
・
万
葉
集
歌
人
集
成
。
各
文
庫
本
（
岩
波
・
旺
文
社
・
講
談
社
・
角
川
）
な

ど
音
読
で
あ
り
、
訓
読
「
み
の
り
」
説
は
、
『
萬
葉
集
歌
人
事
典
』
・
『
日
本
史
大

事
典
』
な
ど
少
数
で
あ
る
。

し
か
し
、
私
見
と
し
て
は
、
氏
「
刀
利
」
を
「
土
理
・
刀
理
」
と
表
記
す
る

『
萬
葉
集
』
の
歌
人
名
と
し
て
は
、
和
訓
「
の
ぶ
よ
し
・
み
の
り
」
に
つ
い
て
再

考
の
余
地
あ
り
と
し
た
い
。

と
声
に
出
し
て
読
ん
だ
時
の
リ
ズ
ム
感
、
「
セ
ン
リ
ヤヨ
ウ

sen
riy

o
u
」
よ
り
、
唱

え
や
す
く
、
耳
に
心
地
好
い
と
愚
考
す
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、

「
宣
令
」
を
「
み
の
り
」
と
読
む
文
証
を
示
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
後
考
を
俟
つ

こ
と
に
す
る
。

な
お
、「
吉
・
宜
（
キ
チ
・
ギ
）」
が
、「
吉
田
・
宜
（
よ
し
だ
・
よ
ろ
し
）」
へ

と
和
風
化
し
た

（
３
）の
に
く
ら
べ
、
氏
「
ト
リ
土
理
・
刀
理
・
刀
利
」
を
和
風
に
改

氏
せ
ず
に
「
ト
リ
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
父
祖
の
故
地
「
騰
利
」
へ
の
愛

着
・
衿
恃
が
強
か
っ
た
か
ら
で
は
（
４
）と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
そ
の
閲
歴
に
つ
い
て

（
一
）
出
自
・
家
系

そ
の
出
自
・
家
系
に
つ
い
て
、

契
沖
『
万
葉
代
匠
記
』
は
、

初□
（
刀
利
宣
令
・
刀
利
康
嗣
）
こ
の
ほ
か
土
理
氏
の
人
見
え
す
。
康
嗣
は

宣
令
か
父
な
ど
に
や

精□
宣
令
ハ
此
康
嗣
カ
子
ナ
ト
ニ
ヤ

と
し
、
そ
の
祖
先
・
出
自
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
弟
子
の
海
北
若
沖

『
万
葉
作
者
履
歴
』
に
は
、

宝
字
五
年
三
月
庚
子
刀
利
甲
斐
麻
呂
等
七
人
賜

�丘
上
連

�懐
風
藻
大
学
博

士
刀
利
康
嗣
年
八
十
一
是
等
一
族

と
あ
り
、
こ
の
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
五
年
三
月
庚
子
条
に
当
れ
ば
、
そ
の
出

自
が
「
百
済
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
は
ず
の
と
こ
ろ
、
岸
本

由
豆
流
『
萬
葉
集
改
證
』
に
は
「
こ
の
人
、
父
祖
、
考
ふ
べ
か
ら
ず
。」
と
あ
る
。

近
代
に
入
っ
て
も
、
山
田
孝
雄
『
萬
葉
集
講
義
』
は
、

こ
の
人
の
事
、
出
自
、
父
祖
知
ら
れ
ず
。

�中
略

�こ
れ
ら
姓 カ
バ
ネ

な
く
し
て
、

文
學
あ
る
人
々
な
れ
ば
、
恐
ら
く
は
歸
化
人
の
子
孫
な
ら
ん
か
。

と
言
い
、
以
後
、「
帰
化
人
の
子
孫
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
」（
空
穂
『
評

釋
』）・「

系
統
未
詳
で
あ
る
が
、
歸
化
人
系
統
ら
し
い
氏
名
で
あ
る
。」（
全

�釋
）・

「
渡
来
系
の
人
か
と
言
わ
れ
て
い
る
」（
全

注
三
）・「

渡
来
人
系
の
人
で
あ
ろ
う
」

（
全
注
八
）・「

渡
来
人
系
の
人
ら
し
い
」（

釋
注
）・「
百
済
か
ら
の
渡
来
人
系
氏
族

か
」（
全
歌
講
義
）・「

渡
来
系
か
」（
全
解
）
と
し
て
、
若
沖
の
『
万
葉
作
者
履
歴
』

を
見
て
い
な
い
し
、
『
日
本
古
代
人
名
辞
典
』
の
「
刀
利
甲
斐
麻
呂
」
の

項
も

『
続
日
本
紀
』
に
も
当
っ
て
い
な
い

無
学
ぶ
り
を

呈
し
て
い
る
。
な
お
、
辞
典
・

事
典
・
全
集
類
に
は
、「
百
済
の
帰
化
系
の
氏
族
か
。」（『

万
葉
集
歌
人
事
典
』）・

「
百
済
の
帰
化
系
の
氏
族
か
」（
和
歌
大
辞
典
）・「

渡
来
人
の
鳥
仏
師
の
末
裔
か
。」

（
万
葉
集
歌
人
集
成
）・「
七
世
紀
末
頃
か
ら
八
世
紀
前
半
の
渡
来
系
文
人
」（
日
本

古
代
氏
族
人
名
辞
典
）・「
百
済
系
の
渡
来
氏
族
と
思
わ
れ
る
」（
日
本
史
大
事
典
）・

土
理
宣
令
伝
考
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「
渡
来
人
系
の
文
人
官
僚
」
（
新
編
全
集
）
・
「
渡
来
人
の
子
孫
と
思
わ
れ
る
」
（
和

歌
文
学
大
辞
典
）
と
あ
り
、
不
勉
強
、
無
責
任
な
解
説
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ト
リ
氏
の
出
自
は
、
前
に
引
用
し
た
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
五
年
三
月
庚
子

条
を
典
拠
と
し
て
、
「
百
済
系
渡
来
帰
化
人
で
あ
る
」
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
こ

と
に
す
る
。
ま
た
、
契
沖
が
、
刀
利
康
嗣
と
刀
利
宣
令
を
「
父
子
」
と
し
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
今
し
ば
ら
く
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
『
懐
風
藻
』
の
注
釈

書
類
に
は
、
澤
田
總
清
『
懐
風
藻

�釋
』「
作
者
人
名
略
解
」
に
、「
刀
利
康
嗣
」

の
項
に
「
そ
の
子
の
宣
令
は
」、「
刀
利
宣
令
」
の
項
に
「
父
は
康
嗣
で
あ
る
」
と

す
る
が
、
そ
の
根
拠
は
説
明
し
て
い
な
い
。
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
懐
風
藻
文

華
秀
麗
集
本
朝
文
釋
』「
詩
人
小
傳
」
の
刀
利
康
嗣
の
項
に
は

刀
利
宣
令
の
父
と
す
る
説
も
あ
る
が
未
詳
。
同
族
の
一
人
で
あ
る
。

と
し
た
。
辰
巳
正
明
『
懐
風
藻
全
注
釈
』
は
、
そ
の
父
子
関
係
に
言
及
し
て
い
な

い
。
つ
ま
り
、
現
状
で
は
同
族
で
あ
る
が
、
父
子
関
係
は
未
詳
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

（
二
）
年
齢
・
閲
歴
に
つ
い
て

土
理
宣
令
の
年
齢
・
父
母
・
兄
弟
な
ど
に
つ
い
て
確
た
る
史
料
は
な
い
。

刀
利
宣
令
に
つ
い
て
は
、

①
『
懐
風
藻
』
に
、「
正
六
位
上
。
伊
豫
掾
。
年
五
十
九
」

②
『
経
国
集
』
の
対
策
文
二
首
の
項
に
、「
慶
雲
四
（
七
〇
七
）
年
九
月
八
日
」

作

③
『
続
日
本
紀
』
養
老
五
（
七
二
一
）
年
正
月
庚
午

二
十
三
日条
に
、「
従
七
位
下
。
退

朝
の
後
、
令
侍
東
宮

刀
利
康
嗣
に
つ
い
て
は
、

①
『
藤
氏
家
伝
』
（
下

武
智
麻
呂
伝
）
に
、
慶
雲
二
（
七
〇
五
）
年
二
月

釈
奠
の
文
を
作
る
。

②
『
懐
風
藻
』
に
、

大 だ
い

學 が
く
の博
士

は
か
せ從
五
位
下
刀 と

利 り
の康 や
す嗣 つ
ぐ。
一
首
。
年
八
十
一
。

五
言
。
宴 う
た
げに
侍 じ

す
。
一
首
。

嘉 か

辰 し
ん

光 く
わ
う華 く
わの

�

と
き、
淑 し
ゆ
く景 け
い風 ふ
う日 じ
つの
春
。

金 き
ん堤 て
い

�

じ
や
く柳 り
う拂 は
らひ
、
玉 ぎ
よ
く沼 せ
う輕 け
い鱗 り
ん泛 う

か
ぶ
。

爰 こ
こに
降 く
だら
す
豐 ほ
う

宮 き
ゆ
うの
宴 う
た
げ、
廣
く
垂 た

ら
す
柏 は
く

梁 り
や
うの
仁 め
ぐ
み。

八 は
ち

�

い
ん寥 れ
う

亮 り
や
う奏 か
なで
ら
え
、
百 ひ
や
く味 み

馨 け
い香 か
う

陳 つ
ら
らく
。

日
落
ち
て

松 し
よ
う影 え
い闇 く
らく
、
風
和 な

ぎ
て

�

く
わ氣 き

�

あ
ら
たし
。

俯 ふ

し
て
仰 あ
ふぐ
一 い
ち人 に
んの

德 と
く、

唯 た
だ壽 ほ

く
の
み
萬 ば
ん

�

ざ
いの

眞 し
ん。（
藻

35）

③
『
続
日
本
紀
』
和
銅
三
（
七
一
〇
）
年
正
月
甲
子

十
三
日

条
に
、「
正
六
位
上
か
ら

従
五
位
下
」
へ
昇
叙

と
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
年
代
の
明
ら
か
な
も
の
を
年
代
順
に
列
記
す
れ
ば
、

慶
雲
二
（
七
〇
五
）
年
二
月
康
嗣
、
釈
奠
の
文
を
作
る

慶
雲
四
（
七
〇
七
）
年
九
月
八
日
宣
令
、
対
策
文
を
作
る

和
銅
三
（
七
一
〇
）
年
正
月
十
三
日
康
嗣
、
正
六
位
上
か
ら
従
五
位
下

養
老
五
（
七
二
一
）
年
正
月
二
十
三
日
宣
令
、
従
七
位
下
、
令
侍
東
宮

と
な
る
。
こ
れ
を
基
に
、『
懐
風
藻
』
の
官
位
歿
年
齢
、

康
嗣
大
学
博
士
、
従
五
位
下
、
年
八
十
一

宣
令
正
六
位
上
、
伊
豫
掾
、
年
五
十
九

を
参

照
し
て
、
そ
の

生
歿
年
を

推
定
し
て
み
る
こ
と
す
る
。

先
ず
、

単
純
に
、

『
懐
風
藻
』
の

成
立
年
、
天
平

勝
宝
三
（
七
五
一
）
年

以
前
に
は
二
人
と
も

死
亡

し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
康
嗣
の
初
出
は
、『
藤
氏
家
伝

（
５
）』
に
、
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慶 き
や
う

雲 う
ん

二 に

年 ね
ん
の

仲 ち
う

春 し
ゆ
ん

の
釈 し
や
く

奠 で
ん

に
至 い
た

り
て
、
公 こ
う

、
宿 し
ゆ
く

儒 じ
ゆ

刀 と

利 り
の

康 や
す

嗣 つ
ぐ

に
謂 か
た

り
て

曰 い

は
く
、
「
伝 つ
た

へ
聞 き

く
、
『
三 さ
む

年 ね
ん

礼 れ
い

を
為 な

さ
ず
は
、
礼 れ
い

必 か
な
ら

ず
廃 す
た

れ
、
三 さ
む

年 ね
ん

楽 が
く

を
為 な

さ
ず
は
、
楽 が
く

必 か
な
ら

ず
亡 ほ
ろ

び
む
』
。
今 い
ま

、
釈 し
や
く

奠 で
ん

の
日 ひ

�

せ
ま

る
。
願 ね
が

は
く
は
、

文 ふ
みを
作 つ
くり
、
先 せ
ん師 し

の
霊 み
た
まを
祭 ま
つり
、
後 こ
う生 せ
いの
則 の
りを
垂 た

れ
よ
」
と
い
ふ
。
是 こ
こに
、

康 や
す

嗣 つ
ぐ

、
釈 し
や
く

奠 で
ん

の
文 ふ
み

を
作 つ
く

る
。
其 そ

の
詞 こ
と

に
曰
い

は
く
、
「
維
こ

れ
、
某 そ
れ
の

年 と
し

月 つ
き

日 ひ
の

朔 さ
く

丁 て
いに
、
大 だ
い学 が
く寮 れ
う

某 そ
れ
の姓 せ
い名 め
い等 ら

、
清 せ
い

酌 し
や
く蘋 ひ
ん菜 さ
いを
以 も
ちて
、
故 い
に
し
への
魯 ろ

の
司 し

寇 こ
う孔 こ
う宣 せ
ん

父 ふ

の
霊 み
た
まを
敬 ゐ
や
まひ
祭 ま
つる
。
惟 お
も
ひ
みる
に
、
公 こ
うは
尼 ぢ

山 さ
ん彩 あ
やを
降 く
だし
て
誕 あ

れ
ま
す
。

斯 こ
こに
将 し
や
う聖 せ
い、
千 せ
ん載 さ
いの
奇 く
すし
き
姿 す
が
たを
抱 む
だき
、
百 ひ
や
く王 わ
うの
弊 つ
ひえ
た
る
運 う
んに
値 あ

ふ
。

主 し
ゆ昏 く
らく
時 と
き乱 み
だれ
て
、
礼 れ
い廃 す
たれ
楽 が
く崩 く
づる
。
斉 せ
いに
帰 お
も
ぶき
魯 ろ

を
去 さ

り
、

�

な
げ
きを
衰 す
い周 し
う

に
含 ふ
ふみ
、
陳 ち
んに
厄 わ
づ
らひ
匡 く
ゐ
や
うに
囲 か
くま
れ
、
傷 い
た
みを
下 か

蔡 さ
いに
懐 お
もふ
。
門 も
ん徒 と

三 さ
む千 せ
ん、

達 た
つ者 し
や七 し
ち十 じ
ふ。
洙 し
ゆ泗 し

に
忠 ち
う孝 か
うを
敷 し

き
、
唐 た
う虞 ぐ

に
徳 と
く義 ぎ

を
探 さ
ぐり
て
、
雅 が

頌 し
よ
う

所 と
こ
ろを

得 え

、
衣 い

冠 く
わ
ん

正 た
だ

し
き
に
従 し
た
が

ふ
。
豈 あ
に

謂 い

は
む
や
、
頽 く
づ

る
る
山 や
ま

維 つ
な

ぎ
難 が
た

く
、
梁 り
や
う

歌 か

早 は
やく
も
吟 う
たふ
。
逝 ゆ

く
水 み
づ

停 と
ど
まら
ず
、
楹 え
い奠 て
ん

奄 お
ほ
きに
設 ま
うく
。
嗚 あ

呼 あ

、
哀 か
なし
き
か

も
。
今 い
ま、
聖 せ
い朝 て
う魏 ぐ
ゐ々 ぐ
ゐと
し
て
、
学 が
く校 か
う洋 や
う々 や
うと
あ
り
。
芳 ほ
う徳 と
くを
褒 ほ
う揚 や
うし
、
至 し

道 だ
う

を
鑚 さ
ん

仰 ぎ
や
うす
。
神 く
すし
く
し
て
霊 み
た
ま有 あ

ら
ば
、
化 め
ぐみ
て
、
惟 こ

れ
、
尚 こ
ひ
ね
がは
く
は

�

う

け
た
ま
へ
」
と
い
ふ
。

と
あ
り
、
「
宿
儒
」
と
は
、
「
宿
学
」
と
同
じ
で
、
「
永
き
経
歴
あ
る
学
者
・
年
功

を
積
ん
だ
、
名
望
の
あ
る
学
者
」
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、「
老
人
」
で
あ
っ
た
か
。

『

�令
（
６
）』
の
「
六
十
一
を
老
と
為
よ
」
に
拠
れ
ば
、
こ
の
時
、
六
十
一
歳
以

上
か
。

①
こ
の
年
（
七
〇
五
年
）
、
六
十
一
歳
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
神
亀
二
（
七
二

五
）
年
に
八
十
一
歳
と
な
る
。

ま
た
は
、
宣
令
の
「
五
八
の
年
を
賀
く
一
首
」（

藻

64）
・

伊
支

連
古

麻
呂
の

「
五
八
の
年
を
賀
く
宴
」（

藻

107

（
７
））
の
「
五
八
」
は
「
四
十
歳
」
の
長
寿
の
賀
と
い

う
こ
と
で
、
四
十
歳
か
ら
老
人
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
（
６
）か
ら
、
こ
の
時
、
四
十
歳

す
ぎ
の
老
人
で
あ
っ
た
か
。

②
こ
の
年
（
七
〇
五
年
）
、

四
十
歳
と
す
れ
ば
、
八
十
一
歳
に
な
る
の
は

天
平

十
八
（
七
四
六
）
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

①
説
で
は
、
生
年
は
天
智
四
（
六
六
五
）
年
、
②
説
で
は
皇
極
二
（
六
四
四
）

年
と
な
る
。

な
お
、
宣
令
の
「

藻

64」
の

献
呈
者
が
「

藻

63」
の
「

長
王
」
（

長
屋
王
）
と

す
れ
ば

（
８
）、

長
屋
王
は
、
『

続
日

本
紀
』
に
拠
れ
ば
神
亀
六
（
七
二

九
）
年
二
月
十

二
日
に

自
尽
し
て
い
る
。
『

続
日

本
紀
』
の

脚
注
に
「

補
任
、

分
脈
は
年

四
十
六

と
す
る
。」
と
あ
り
、『
懐
風
藻
』
に
は
「
左
大
臣
正
二
位
長
屋
王
。
三
首
。
年
五

十
四
。」（

藻

67
68
69）

と
あ
り
、
「
一

本
に

四
十
六
歳
な
ど
が
あ
る
が
（
三
十
六

歳
説
も
あ
る
）、

四
十
六
歳
説
が
妥
当
か

（
９
）。」
と
あ
る
。
長
屋
王
の
四
十
歳
の
時
は
、

①
神
亀
六
（
七
二
九
）
年
に
四
十
六
歳
と
す
れ
ば
四
十
歳
は
霊
亀
七
（
七
二
三
）

年
と
な
り
、
②
五
十
四
歳
と
す
れ
ば
霊
亀
元
（
七
一
五
）
年
と
な
る
。
長
屋
王
・

宣
令
の
生
年
は
、

①
説
に
よ
れ
ば
、
天
武
五
（
六
七
六
）
年
と
な
り
、

②
説
に
よ
れ
ば
、
天
武
十
三
（
六
八
四
）
年
と
な
る
。

と
す
る
と
、
慶
雲
二
（
七
〇
五
）
年
に
宣
令
は
二
十
九
歳
か
三
十
七
歳
、
康
嗣

は
六
十
一
歳
。
そ
の
差
二
十
四
～
三
十
二
歳
と
な
る
か
ら
、
父
子
関
係
は
可
能
な

年
齢
差
で
あ
る
。
康
嗣
が
四
十
歳
と
す
る
と
そ
の
年
齢
差
三
～
十
一
歳
と
な
り
、

父
子
関
係
は
不
可
能
で
あ
り
、
兄
弟
と
見
る
方
が
穏
当
と
な
る
。

次
に
閲
歴
を
年
代
順
に
追
っ
て
み
る
。

①
慶
雲
四
（
七
〇
七
）
年
九
月
八
日

「
一
、
は
じ
め
に
」
の

Ｃ
に

示
し
た
『
経

国
集
』
所

収
の

対
策
文
が
作
ら
れ
た

こ
と
は
、
『
経

国
集
』
に
よ
っ
て
の
み

知
ら
れ
る
経
歴
で
あ
る
。

澤
田

總
清
『
懐

風
藻

�釋
』
作
者
人
名
略
解
に
「
慶
雲
四
年
、
進
士
を
以
て
入
り
て
對
策
し
た
。

此
の
文
は
大
日

本
史
八
十
五

巻
に

出
て
ゐ
る

（

�）。
」
と
し
た
が
、

対
策
文
と

進
士
に

つ
い
て
は
解
説
が
な
い
（

�）。
進
士
に
関
す
る
「
令
」
の
規
定
を
次
に
示
し
て
み
る
。

「
学
令
」
に
よ
れ
ば
、
大
学
の
学
生
の
入
学
資
格
は
、「
八
位
以
上
の
子
、
情
に

願
は
ば
聴 ゆ
るせ
。
年
十
三
以
上
、
十
六
以
下
に
し
て
、
聡 そ
う令 れ
いな
ら
む
者
を
取
り
て
為 せ

よ
。」（

２
）、

教
授
の
経
書
の
規
定
（
５
６
７
）、

諸
経
の
学
習
要
領
と
平
常
試
験

土
理
宣
令
伝
考
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の
規
定
（
８
９

10）、「
二
経
以
上
通
し
て
、
出
で
仕 つ
かへ
む
と
求
め
た
ら
ば
、
挙 き
よ送 そ
う

す
る
こ
と
聴 ゆ
る

せ
。
其
れ
挙
す
べ
く
は
、
大
義
十
条
試
み
問
へ
。
八
以
上
得
ば
、

太
政
官
に
送
れ
（

11）
、
秀
才
・
進
士
に
応
募
す
る
者
の
規
定
「
学
生
、
講 か
う

説 せ
つ

不 ふ

長 ち
よ
うな
り
と
雖 い
へ
ど

も
、
文 も
ん

藻 ざ
う

を
閑 な
ら

ふ
て
、
才 ざ
い

、
秀 し
う

才 ざ
い

進 し
ん

士 じ

に
堪 た

へ
た
ら
ば
、
亦
挙 こ

送 そ
う

す
る
こ
と
聴
せ
」（

12）
と
あ
り
、「
考
課
令
」
に
、

凡
そ
進 し
ん

士 じ

は
、
試
み
む
こ
と
、
時
じ

務 む

の
策 し
や
く

二
条
。
帖 で
ふ

し
て
読
ま
む
所
は
、

文 も
ん選 ぜ
んの
上 じ
や
う

�
ぢ
ちに
七
帖
、
爾 に

雅 が

に
三
帖
。
其
れ
策
の
文 も
ん詞 じ

順 し
た
がひ
序 つ
いで
て
、
義

理
慥 た
し
か

に
当 あ
た

れ
ら
む
、

�

あ
はせ
て
帖
過 す
ぐせ
ら
ば
、
通 つ
うせ
り
と
為
よ
。
事
の
義 ぎ

滞
と
ど
こ
ほ

れ
る
こ
と
有
り
、
詞
じ

句 く

倫 た
ぐ
ひ

あ
ら
ず
、
及
び
帖
過
さ
ず
は
、
不
ふ

と
為
よ
。
帖

策
全
く
通
せ
ら
ば
、
甲 か
ふと
為
よ
。
策
二
通
し
、
帖
六
以
上
過 す
ぐせ
ら
ば
、
乙 い
ちと

為
よ
。
以 い

外 ぐ
ゑは
皆
不
第
と
為
よ
。（

72）

と
あ
り
、
政
治
の
要
務
に
つ
い
て
の
論
文
形
式
の
問
題
が
二
題
、
試
問
さ
れ
、
そ

れ
の
解
答
文
と
思
わ
れ
る
試
験
問
題
と
解
答
文
の
模
範
的
な
も
の
と
し
て
、
宣
令

の
対
策
文
二

�が
、
『
経
国
集
』
に
載
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
選
叙
令
」
に
、

進
士
に
は
、
明
ら
か
に
時
務
を
閑 な
らひ
、

�

あ
はせ
て
文
選
爾
雑
読
め
ら
む
者
を
取

れ
。（

29）

と
あ
り
、
及
第
（
合
格
）
す
る
と
、

進
士
の
甲 か
ふ第 だ
いに
従
八
位
下
（

30）

に
叙
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
規
定
を
考
慮
に
入
れ
て
、
宣
令
の
身
分
・
学
才
・
文
才

に
つ
い
て
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
十
三
歳
か
ら
十
六
歳
の
間
に
、
大
学
に
入

学
し
、
進
士
科
の
対
策
に
合
格
し
て
従
八
位
下
に
任
じ
出
仕
し
た
。
ま
た
「
位
子

（

�）」

（
内
六
位
～
八
位
の
嫡
子
）
は
二
十
一
歳
で
簡
試
を
経
て
大
舎
人
に
で
も
出
仕
し

た
か
。
慶
雲
四
（
七
〇
七
）
年
に
は
、
二
十
三
歳
か
二
十
八
歳
で
あ
る
。
養
老
五

（
七
二
一
）
年
令
侍
東
宮
の
時
、
従
七
位
下
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
十
四
年
で
二

階
進
階
し
た
こ
と
に
な
り
、
「
六
考
」
だ
と
す
れ
ば
、
慶
雲
四
（
七
〇
七
）
年
の

六
、
七
年
後
、
和
銅
六
（
七
一
三
）
年
か
七
（
七
一
四
）
年
に
従
八
位
上
。
養
老

三
（
七
一
九
）
年
か
四
（
七
二
〇
）
年
に
、
従
七
位
下
に
な
っ
た
か
。
さ
ら
に
十

八
年
後
（
天
平
九
（
七
三
七
）
年
）
に
『
懐
風
藻
』
目
録
に
あ
る
極
位
「
正
六
位

上
」
に
な
っ
た
か
。
な
お
、
「
伊
豫
掾
」
は
従
七
位
上
に
相
当
す
る
か
ら
、
神
亀

二
（
七
二
五
）
年
前
後
の
頃
か
と
推
定
で
き
る
。

②
養
老
五
（
七
二
一
）
年
正
月
二
十
三
日
の
、
「
令
侍
東
宮
（
首
親
王
＝
聖

武
天
皇
）
」
は
、
皇
太
子
へ
の
教
育
の
一
端
を
担
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
専
門

は
お
そ
ら
く
、「
時
務
」（
法
令
と
実
務
等
）
及
び
、
文
章
（
漢
詩
文
）
に
つ
い
て

も
進
講
し
た
も
の
か
と
推
量
で
き
る
。
十
六
人
中
、

佐
為
王
、
山
田
史
三
方
、
山
上
臣
憶
良
、
紀
朝
臣
清
八
、
越
智
直
廣
江
、
樂

浪
河
内
、
土
師
宿

�百
村
、
塩
屋
連
吉
麻
呂

は
、『
懐
風
藻
』『
萬
葉
集
』
に
著
作
を
残
し
『
藤
氏
家
伝
』
下
（
武
智
麻
呂
伝
）

に
名
の
見
え
る
文
人
・
歌
人
で
あ
る
。
宣
令
と
彼
ら
一
人
一
人
と
の
交
流
を
具
体

的
に
考
察
す
る
こ
と
の
必
要
が
あ
る
（

�）。

③
『
懐
風
藻
』
の
「
五
八
の
年
を
賀
く
。
一
首
」（
藻

64）
に
つ
い
て
は
前
述

し
た
が
、
こ
の
長
屋
王
の
四
十
歳
の
賀
宴
時
の
作
、

從
五
位
上
上 か
み
つ

總 ふ
さ
の守 か
み伊 い

�

き
の

	

む
ら
じ古 こ




ま

呂 ろ

。
一
首
。

五
言
。
五
八

よ
そ
ぢの
年
を
賀 ほ

く
宴 う
た
げ。
一
首
。

萬 ば
ん秋 し
う貴 き

戚 せ
きに
長 な
がら
へ
、
五 ご

八 は
ち遐 か

年 ね
んを

表 あ
らは
す
。

眞 し
ん

�

そ
つ

�

ぜ
ん後 ご

も
無
く
、
鳴 め
い求 き
う愚 ぐ

賢 け
んを
一 ひ
とつ
に
す
。

令 れ
い



せ
つ

�

く
わ
う地 ち

を

�

と
と
のへ
、

�

か
ん風 ぷ
う碧 へ
き天 て
んに

變 な

る
。

已 す
でに

螽 し
ゆ
う斯 し

の

�

し
る
しに

應 こ
たへ

ぬ
、
何 な
にぞ

須 も
ちゐ
む
太 た
い玄 げ
んを

�

か
へ
りみ
む
こ
と
を
。

（
藻

107）

が
あ
る
。
伊
支
連
古
麻
呂
は
、
大
宝
二
（
七
〇
二
）
年
の
第
七
次
遣
唐
使
の
一
員
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（
山
上
憶
良
も
同
行
し
た
）
と
し
て
渡
唐
し
、
慶
雲
四
（
七
〇
七
）
年
五
月
に
帰

朝
し
た
。
時
に
従
八
位
下
と
あ
る
。
こ
の
年
九
月
に
、
宣
令
は
対
策
文
を
草
し
て
、

同
じ
く
従
八
位
下
と
な
っ
て
い
る
。

④
『
懐
風
藻
』
の
「
秋
日
長
王
が
宅
に
し
て
新
羅
の
客
を
宴
す
。
一
首
」（
藻

63）
は
、『
続
日
本
紀
』
神
亀
三
（
七
二
六
）
年
「
夏
五
月
辛
丑

二
十
四
日、
新
羅

し
ら
き
の

使 つ
か
い

�

さ
つ

�

さ
ん

金 こ
む造 ざ
う近 き
んら
来 ま

朝 う

く
。」、「

秋
七
月
戌
子

十
三
日

、
金
奏
勲
ら
国
に
帰
る
。」
時
の
長
屋
王
の

作
宝
（
佐
保
）
の
邸
宅
、
作
宝
楼
で
の
送
別
の
詩
宴
で
、
宣
令
を
含
め
た
、

山
田
史
三
方
（
序

52）・
背
奈
行
文
（

60）・
下
毛
野
朝
臣
蟲
麻
呂
（
序

65）・

長
屋
王
（

68）
・
安
倍
朝
臣
廣
庭
（

71）
・
百
済
公
和
麻
呂
（

77）
・
吉
田
連

宜
（

79）・
藤
原
朝
臣
總
前
（

86）

の
、
八
人
（
主
人
・
長
屋
王
を
別
と
し
て
）
の
文
雅
の
士
が
作
詩
し
て
い
る
。
そ

の
中
の
一
人
で
あ
り
、
佐
保
楼
詩
苑
の
詩
人
た
ち
と
の
文
芸
的
交
流
を
一
々
、
考

究
し
て
み
る
要
が
あ
る
（

�）。

④
『
萬
葉
集
』
巻
第
三
の

土
理
宣
令
の
歌
一
首

み
吉
野
の
滝
の
白 し
ら波 な
み知
ら
ね
ど
も
語
り
し
継
げ
ば
古 い
に
し
へ思
ほ
ゆ（
３
三
一
三
）

は
、
養
老
七
（
七
二
三
）
年
五
月
・
養
老
八
（
七
二
四
）
年
三
月
・
神
亀
二
（
七

二
五
）
年
五
月
の
い
ず
れ
か
の
行
幸
時
の
詠
で
あ
ろ
う
が
、
特
定
し
か
ね
て
い
る
。

た
だ
八
首
の
鑑
賞
と
し
て
、

人
が
語
り
ぐ
さ
と
す
る
古
の
事
は
、
行
幸
の
盛
事
で
、
ま
た
語
り
う
る
と
こ

ろ
は
、
そ
う
し
た
際
の
応
詔
の
詩
歌
の
愛
で
た
さ
で
あ
る
。
そ
の
詩
は
、
懐

風
藻
に
、
歌
は
本
集
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。（
窪
田
空
穂
『
萬
葉
集
評
釈
』）

古 い
に
し
への
事
は
知
ら
ぬ
を
、
わ
れ
見
て
も
久
し
く
な
り
ぬ
。
天 あ
めの
香
久
山

（
卷
七
、
一
〇
九
六
）

香

�山
に
も
古
い
物
語
が
あ
る
。
そ
の
物
語
の

�容
は
知
ら
な
い
が
、
物

語
の
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
は
知
つ
て
い
る
。
そ
う
し
て
眺
め
た
山
の

�に
、

�祕
性
を
感
じ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
じ
心
が
、
こ
こ
に
も
歌
わ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

（
武
田

	吉
『
萬
葉
集



�釋

』）

こ
こ
で
は
天
武
天
皇
の
吉
野
入
り
、
六
皇
子
の
吉
野
誓
約
、
持
統
天
皇
の

た
び
た
び
の
吉
野
行
幸
と
吉
野
離
宮
で
の
御
遊
び
な
ど
の
あ
っ
た
、
ま
た
懐

風
藻
に
詩
を
残
し
て
い
る
よ
う
な
官
人
等
が
訪
れ
た
昔
を
さ
す
。

（
西
宮
一
民
『
萬
葉
集
全
注
・
三
』）

吉
野
の
宮
滝
に
来
て
、
人
か
ら
伝
え
聞
い
た
、
天
武
天
皇
の
吉
野
入
り
、

六
皇
子
の
吉
野
盟
約
、
持
統
天
皇
の
吉
野
行
幸
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
吉
野
ゆ

か
り
の
こ
と
ど
も
を
偲
ん
で
詠
ん
だ
歌
で
あ
ろ
う
。
１
二
五
～
七
・
三
六
～

九
な
ど
参
照
。

（
伊
藤
博
『
万
葉
集
釋
注
』）

天
武
・
持
統
両
天
皇
の
代
を
主
と
し
て
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。

（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
萬
葉
集
』）

吉
野
行
幸
の
多
か
っ
た
天
武
・
持
統
天
皇
の
時
代
を
回

�す
る
の
だ
ろ
う
。

（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
萬
葉
集
』）

天
武
天
皇
の
吉
野
入
り
、
六
皇
子
と
の
盟
約
な
ど
を
含
む
の
だ
ろ
う
。

（
和
歌
文
学
大
系
『
萬
葉
集
』）

天
智
十
年
十
日
の
大
海
人
皇
子
の
吉
野
入
り
、
天
武
八
年
五
月
の
六
皇
子

の
盟
、
持
統
天
皇
の
度
々
の
吉
野
行
幸
な
ど
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
阿
蘇
瑞
枝
『
萬
葉
集
全
歌
講
義
』）

天
武
皇
統
の
起
源
の
地
吉
野
に
ま
つ
わ
る
伝
承
な
ど
。

（
多
田
一
臣
『
万
葉
集
全
解
』）

と
あ
る
が
、
金
子
元
臣
『
萬
葉
集
評
釋
』
の
、

餘
り
對
象
が
ぼ
ん
や
り
し
て
ゐ
て

領
を
得
に
く
い
。
語
り
繼
ぎ
は
何
を

斥
し
た
も
の
か
。
雄
略
、
天
武
兩
天
皇
そ
の
他
代
々
の
天
皇
の
行
幸
か
。
そ

れ
等
は

�明
�ぎ

た
事
で
「
知
ら
ね
ど
も
」
と
い
は
れ
な
い
。
吉
野
は
傳

�

の
地
で
あ
る
。

�ら
く
そ
の
中
の
一

�、
下
に
も
出
て
ゐ
る
柘 ツ
ミ枝 ノ

エ仙
の
事
を

土
理
宣
令
伝
考

―9―（9）



さ
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

昔
吉
野
に
美 ウ
マ稻 シ
ネと
い
ふ
男
が
あ
つ
て
、
川
に
梁
を
打
つ
て
鮎
を
取
る
の
を
生
業

と
し
て
ゐ
た
、
或
時
柘
の
枝
が
流
れ
て
來
て
梁
に
か
ゝ
つ
た
の
を
拾
つ
て
持
つ

て
歸
つ
た
が
、
そ
れ
が
美
し
い
女
に

�つ
て

�に
夫

�と
な
り
、
末
は
共
に
仙

人
と
な
つ
た
。

と
い
ふ
傳

�で
あ
る
。
當
時
そ
れ
が

�に
詩
歌
の
題
材
と
な
つ
た
こ
と
は
、

懐
風
藻
を
見
て
も
知
ら
れ
る
。
「
三
吉
野
の
た
ぎ
の
し
ら
浪
」
は
序
詞
で
は

あ
る
が
、
柘
枝
、
美
稻
の
邂
逅
が
、
吉
野
川
の
梁
瀨
で
行
は
れ
た
こ
と
を
、

間
接
に

�
�さ

せ
る
大
事
な
役
目
を
も
つ
て
ゐ
る
。

	謂
有
心
の
序
で
あ

る
。
只
下
句
が
餘
り
に
卒
易
で
、


容

�疎
の
譏
を

�れ

い
。「
玉
燭

�

ヘ

�

秋
序
ヲ

�金
風

�

グ

��幃
ヲ

�」な
ど
や
つ
た
詩
の
方
の
手
腕
に
比
べ
る
と
、
大
い

に
劣
る
。

と
い
う
柘
枝
伝
説
、
『
懐
風
藻
』
の
詩
に
触
れ
る
評
は
貴
重
で
あ
る

（

�）。
藤
原
史

「
吉
野
に
遊
ぶ
。
二
首
」
（
藻

31
32）

・
中
臣
人
足
「
吉
野
宮
に
遊
ぶ
。
二
首
」

（
藻

45
46）・

紀
男
人
「
吉
野
川
に
遊
ぶ
。」（
藻

72）「
吉
野
宮
に
扈
従
す
。」（

藻

73）
・
藤
原
万
里
「
吉
野
川
に
遊
ぶ
」
（
藻

98）
・
丹

�廣
成
「
吉
野
山
に
遊
ぶ
」

（
藻

99）「
吉
野
の
作
」（
藻

100）・
高
向
諸
足
「
駕
に
吉
野
宮
に
従
ふ
」（
藻

102）

な
ど
多
い
。
ま
た
『
続
日
本
後
紀
』
嘉
祥
二
年
三
月
二
十
六
日
条
の
献
上
長
歌
に

三
吉
野
に
有
り
し
熊 く
ま志 し

祢 ね

・
天 あ
ま女 つ
のの
來
り
通
ひ
て
其 そ

の
後 の
ちは
、
蒙 せ
め

譴 か
が
ふ
りて

�
ひ

礼 れ

衣 こ
ろ
も着
て
飛
び
に
し
と
云
ふ
。

と
あ
る
。『
萬
葉
集
』
に
は
、

仙 せ
んの
柘 つ
み
の枝 え

の
歌
三
首

霰 あ
ら
れ降 ふ

り
吉 き

志 し

美 み

が
岳 た
けを
険 さ
がし
み
と
草
取
り
か
な
わ
妹 い
もが
手
を
取
る

（
３
三
八
五
）

右
の
一
首
は
、
或 あ
るい
は
云 い
はく
、「
吉 よ
し野 の

の
人 ひ
と味 う
ま稲 し
ねの
、
柘 つ
み
の枝 え

の
仙 せ
ん

�

ゑ
んに

与 あ
たへ
し
歌
な
り
」
と
い
ふ
。
但 た
だし
、
柘 し
や枝 し

伝 で
んを
見 み

る
に
こ
の
歌
有 あ

る
こ

と
な
し
。

こ
の
夕 ゆ
ふ
へ柘 つ
みの
さ
枝 え
だの
流
れ
来 こ

ば
梁 や
なは
打
た
ず
て
取
ら
ず
か
も
あ
ら
む

（
３
三
八
六
）

右
一
首
。

古 い
に
し
へに
梁 や
な打
つ
人
の
な
か
り
せ
ば
こ
こ
に
も
あ
ら
ま
し
柘 つ
みの
枝 え
だは
も

（
３
三
八
七
）

右
の
一
首
は
、
若 わ
か

宮 み
や
の年 あ

魚 ゆ

麻 ま

呂 ろ

の
作 さ
く。

と
あ
る
。

⑤
『
懐
風
藻
』
目
録
に
、

正
六
位
上
伊
豫
掾
刀
利
宣
令

と
あ
る
「
正
六
位
上
」
授
位
時
つ
い
て
は
、
閲
歴
①
に
前
述
し
た
が
、「
伊
豫
掾
」

に
つ
い
て
付
言
し
て
お
く
。
伊
豫
掾
は
官
位
相
当
で
は
、
伊
豫
は
上
国
で
、
そ
の

掾
は
「
従
七
位
上
」
で
、
神
亀
二
（
七
二
五
）
年
前
後
に
叙
任
さ
れ
た
か
と
推
定

し
た
が
、
前
年
（

養
老
八
年

改
元
し
て

神
亀

元
）
（
七
二

四
）
年
一
二
月

四
日
に

皇
太
子
首
親
王
が
聖
武
天
皇
と
し
て
即
位
し
、
台
閣
の
陣
容
は
、

知
太
政
官
事

舎
人
親
王

左
大
臣

長
屋
王

右
大
臣

（
欠
、
前
任
者
長
屋
王
）

大
納
言

多
治
比
地
守

中
納
言

巨
勢
祖
父
・
大
伴
旅
人
・
藤
原
武
智
麻
呂

参
議

藤
原
房
前
・
安
倍
広
庭

と
な
っ
た
。
こ
の
月
、
大
幅
な
授
位
が
あ
り
、
宣
令
も
「
従
七
位
上
」
に
昇
叙
し
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た
か
と
推
定
で
き
る
。

次
に
、
「
正
六
位
下
」
に
昇
叙
し
た
の
は
、
天
平
二
、
三
年
（
七
三
〇
、
七
三

一
）
か
。
相
当
官
は
、
中
務
大
丞
・
図
書
助
・
大
学
助
・
大
学
博
士
あ
た
り
だ
が
、

そ
の
任
に
就
い
た
形
跡
は
な
い
。
神
亀
六
（
七
二
九
）
年
（
＝
天
平
元
年
）
二
月

の
長
屋
王
事
件
に
連
座
し
て
流
か
散
位
と
な
っ
た
か
。
ち
な
み
に
、

外
従
五
位
下
上
毛
野
朝
臣
宿
奈
麻
呂
ら
七
人
、
長
屋
王
と
交 ま
じ
は

り
通 か
よ

ふ
に
坐 つ
み

せ
ら
れ
て
、
並
に
流
に
処
せ
ら
る
。
自 そ
の餘 ほ
かの
九
十
人
は
悉

こ
と
ご
とく
原
免

ゆ
る
しに
従
ふ
。

（
二
月
十
七
日
条
）

と
あ
る
七
人
の
中
の
一
人
で
あ
っ
た
か
、
自
余
の
九
十
人
の
一
人
で
あ
っ
た
か
。

長
屋
王
と
の
親
交
は
か
な
り
蜜
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
三
）
係

累

宣
令
の
係
累
は
、
前
述
の
、
父
か
兄
か
判
断
の
迷
う
「
刀
利
康
嗣
」
の
他
、
こ

れ
も
前
述
し
た
「
刀
利
甲
斐
麻
呂
ら
七
人
に
丘
上
連
」
等
が
い
る
。
次
に
、
『
続

日
本
紀
』
宝
亀
八
（
七
七
七
）
年
正
月
十
日
条
の
女
叙
位
に
、

正
四
位
上
藤 ふ
ぢ原 は
ら朝
臣
曹 さ
う子 し

に
従
三
位
。
従
四
位
上
伊
い

福 ほ
き部 べ
の女 お
ほ王 き
みに
正
四
位
上
。

正
五
位
下
紀 き

朝
臣
宮 み
や子 こ

、
従
五
位
上
平 へ

群 ぐ
り朝
臣
邑 お
ほ刀 と

自 じ

・
藤 ふ
ぢ原 は
ら朝
臣
産 う
ぶ子 こ

・

藤 ふ
ぢ原 は
ら朝
臣
教 け
う貴 く
ゐ・
藤 ふ
ぢ原 は
ら朝
臣
諸 も
ろ姉 ね

に
並
に
従
四
位
下
。
正
五
位
下
文 ふ
む室 や

真
人

布 ふ

止 と

�

き

・
藤 ふ
ぢ原 は
ら朝
臣
人 ひ
と数 か
ずに
並
に
正
五
位
上
。
従
五
位
下
和 わ

気 け

朝
臣
広 ひ
ろ虫 む
し・

大 お
ほ野 の

朝
臣
姉 あ
ねに
並
に
従
五
位
上
。
外
従
五
位
下
足 あ
す羽 は

臣
黒 く
ろ

�

ふ
ぢ・
金 か
な刺 さ
し舎
人
連

若 わ
か

嶋 し
ま

・
水
海

あ
ふ
み

連
浄 き
よ

成 な
り

に
並
に
従
五
位
下
。
正
六
位
上
紀
き

臣
真
ま

吉 よ
し

・
岡 を
か
の

上 へ

連

綱 つ
な

、
従
七
位
上
中 な
か

臣 と
み
の

�

か
ど

野 の

連
広 ひ
ろ

江 え

、
正
六
位
上
忍 お
し

海 ぬ
み
の

倉 く
ら

連

�

こ
し
き、
従
六
位

下
豊 と
よ田 た

造
信 の
ぶ女 め

に
並
に
外
従
五
位
下
。

と
あ
り
、
正
六
位
上
か
ら
外
従
五
位
下
に
昇
叙
し
た
岡 を
か
の上 へ

連
綱 つ
なの
名
が
見
え
る
。

こ
の
人
は
、
延
暦
八
（
七
八
九
）
年
正
月
二
十
七
日
条
、
女
叙
位
に
、

外
従
五
位
下
岡
上
連
綱
に
従
五
位
下

と
あ
っ
て
外
位
か
ら
内
位
に
な
っ
た
。

次
に
、『
日
本
後
紀
』
弘
仁
六
（
八
一
五
）
年
正
月
三
十
日
条
に
、

正
六
位
上
岡
上
連
弟
継
に
外
従
五
位
下
を
授
く
。

と
単
記
さ
れ
て
い
る
。
七
日
に
従
五
位
下
以
上
の
授
位
記
事
が
あ
り
、
弟
継
は
外

位
で
は
あ
る
が
特
別
に
叙
位
さ
れ
た
の
か
よ
く
分
ら
な
い
。

こ
れ
ら
、
甲
斐
麻
呂
ら
七
人
・
綱
・
弟
継
に
つ
い
て
の
閲
歴
は
未
詳
で
あ
る
。

今
後
の
調
査
に
委
ね
た
い
。

四
、
お

わ
り

に

土
理
宣
令
を
め
ぐ
る
重
要
な
人
物
と
し
て
、
長
屋
王
・
藤
原
武
智
麻
呂
に
つ
い

て
詳
細
に
言
及
で
き
な
か
っ
た
が
、
別
に
改
め
て
考
究
し
た
い
。
ま
た
、
宣
令
の

和
歌
・
漢
詩
・
対
策
文
に
つ
い
て
も
十
分
な
言
及
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
も

別
稿
に
譲
る
こ
と
に
し
て
概
略
、
土
理
宣
令
の
伝
記
的
一
覧
は
出
来
た
か
と
思
う
。

後
考
を
俟
つ
こ
と
と
し
た
い
。

注

（

1）
『
萬
葉
集
童
子
問
』（

荷
田
全
集
第
壱
巻
）
に
「
土
理
は
借
音
字
也
。
續
日
本
紀
に

は
作

�刀利

�」と
あ
る
。

（
2）

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
本
『
日
本
書
紀
②
』
の
同
条
、
頭
注
に
拠
る
。

（

3）
拙

稿
「
吉
田
連

宜
伝
考

萬
葉

集
人
物

伝
研

究
（
九
）

」
（
「
大

妻
女
子
大

学
紀
要
―
文
系
―
」
第
四
十
八
号
、
平
成
二
十
八
（
二
〇
一
六
）
年
三
月
）
参
照
。

（

4）
拙

稿
「
麻
田
連

陽
春

伝
考

萬
葉

集
人
物

伝
研

究
（
八
）

」
（
「
大

妻
女
子

大
学
紀
要
―
文
系
―
」
第
四
十
四
号
、
平
成
二
十
四
（
二
〇
一
二
）
年
三
月
）
答
本

忠
節
に
つ
い
て
の
注（

８
）・（

９
）参

照
。

土
理
宣
令
伝
考
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（

5）
『
藤
氏
家
伝
』
の
訓
読
。
沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
著
『
藤
氏
家
伝
鎌
足
・
貞
慧

武
智
麻
呂
伝

注
釈
と
研
究
』
に
拠
る
。

（
6）

『
懐
風
藻
文
華
秀
麗
集
本
朝
文
粹
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
本
）
頭
注
に
「
刀

利
宣
令
の
詩
（
六
四
）
と
同
じ
場
合
の
詩
。」「
君
（
長
屋
王
を
さ
す
か
）」
と
あ
る
。

（

7）
拙
稿
「
国
禁
（
禁
断
）
の
恋
」（
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
編
『
恋
の
万
葉
集
』（
平
成

二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
刊
）
所
収
。
注（

19）参
照
。

（

8）
杉
本
行
夫
『
懐
風
藻
』「
長
屋
王
の
四
十
を
賀
す
る
も
の
な
る
べ
し
」「
こ
の
詩
は

長
屋
王
の
四
十
才
に
達
し
た
の
を
賀
し
た
も
の
で
あ
ら
う
と
寛
政
本
の
小
林

�の
頭

�に
あ
り
。
新
釋
に
は
自
賀
詩
な
ら
ん
と
あ
る
が
、
同

�し
か
ね
る
。
」
・
林
古
渓

『
懐
風
藻
新

�』
に
、「
長
屋
王
の
で
で
も
あ
る
か
。」［
追

�］
で
「
こ
の
賀
を
受
け

る
人
は
全
く
分
明
で
な
い
。
」
と
す
る
。
大
野
保
『
懐
風
藻
の
研
究

本
文
批
判

と

�釋
研
究

』
は
「
長
屋
王
を
擬
す
る
」
と
し
、
辰
巳
正
明
『
懐
風
藻
全
注
釈
』

は
「
四
十
歳
を
慶
賀
す
る
賀
算
の
詩
。
相
手
は
宣
令
と
交
流
の
あ
る
長
屋
王
と
思
わ

れ
る
。」
と
す
る
。

（

9）
『
懐
風
藻
文
華
秀
麗
集
本
朝
文
粹
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
本
）「
詩
人
小
傳
」。

（

10）
さ
ら
に
、
杉
本
行
夫
『
懐
風
藻
』
に
、「
慶
雲
四
年
進
士
と
し
て
入
り
て
對
策
す
。

（
日
本
儒
林
傳
・
大
日
本
史
に
よ
る
）」・
林
古
渓
『
懐
風
藻
新

�』
に
「『
経
国
集
』

に
和
銅
四
年
の
對
策
文
二
首
あ
り
。
」
辰
巳
正
明
『
懐
風
藻
全
注
釈
』
に
「
経
国
集

に
対
策
文
が
載
る
。」
と
あ
る
。
林
古
渓
「
慶
雲
」
を
「
和
銅
」
と
誤
記
か
。

（

11）
土
屋
文
明
『
万
葉
集
私
注
』
に
、

經
國
集
に
慶
雲
四
年
の
對
策
が
二
首
あ
る
か
ら
考
試
に
及
第
し
て
出
身
し
た
者

で
あ
ら
う
。

と
あ
る
。

（

12）
『
続
日
本
紀
』
和
銅
元
（
七
〇
八
）
年
四
月
十
一
日
の
制
第
二
項
「
位
子
は
、
令

に
准
ふ
る
に
、
嫡
子
の
み
貢
用
す
る
こ
と
得
、
庶
子
は
合 す
べか
ら
ず
。」
と
あ
る
。

（

13）
山
田
史
三
方
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
三
方
沙
彌
伝
考

還
俗
官
僚
の
文
学
的
伝

記
」
（
「
上
代
文
学
」

34号
、
昭
和
四
十
九
（
一
九
七
四
）
年
三
月
）
。
樂
浪
河

内
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
高
丘
連
河
内
伝
考

萬
葉
集
人
物
伝
研
究
（
十
）

」

（「
大
妻
女
子
大
学
紀
要
―
文
系
―
」
第
四
十
九
号
、
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年

三
月
）
が
あ
る
。

（

14）
背
奈
行
文
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
背
奈
行
文
傳
考

萬
葉
集
人
物
傳
研
究
（
六
）」

（「
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
」
第

15号
、
昭
和
五
十
八
（
一
九
八
三
）
年
三
月
）。

吉
田
連
宜
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
吉
田
連
宜
伝
考

萬
葉
集
人
物
伝
研
究

（
九
）

」
（
「
大
妻
女
子
大
学
紀
要
―
文
系
―
」
第
四
十
八
号
、
平
成
二
十
八
（
二

〇
一
六
）
年
三
月
）
が
あ
る
。

（

15）
仙
柘
枝
伝
に
つ
い
て
は
、
中
西
進
「
仙
柘
枝
歌
」（『
万
葉
集
の
比
較
文
学
的
研
究
』

昭
和
三
十
八
（
一
九
六
二
）
年
一
月
。
初
出
は
「
国
語
國
文
」
第

30巻

12号
（
昭
和

三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
十
二
月
）
・
小

島
憲

之
「
傳

説
の

表
現
」
（
『
上
代
日
本
文

学
と
中
国
文
学
中
』、
昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）
年
三
月
）・

尾
崎
暢
殃
「
仙
柘

枝
の
歌
」
（
『
万
葉
集
を
学

ぶ
第
三
集
』
、
昭
和
五
十
三
（
一
九
七
八
）
年
三
月
）

が
あ
る
。
い
ず
れ
に
も
当
該
歌
（
３
一
二
一
三
）
へ
の
言
及
は
な
い
。
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